
種別 １

種別 ３

種別 ４

種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率 27.2%

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

④ワーク
ショップ

４回 129名

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

基本構想における、市が目標とすべき将来都市像及びその実現
のための基本理念（基本目標）や、政策の基本的な方向（個別
目標）へワークショップで抽出された概念や重要視する視点等を
反映する予定。

令和５年８月10日～31日
郵送配付、郵送回答及びインターネット
回答

住民基本台帳より無作為に抽
出した16歳以上の市民

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

⑤市民ア
ンケート

2,000人

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

令和５年度　市政への市民参画実施状況調べ

（１）　令和５年度中に実施した事業（実施予定含む）のうち、下記の「種別１～４」に該当
する事業

基本的な事項を定める計画（指針、プラン等含む）の策定・変更

広く市民の利用に供される大規模な施設の設置にかかる基本計画の策定・変更

その他、広く市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入・改廃

目的と具体的な内容

総合的かつ計画的な市政の運営を図るため、市の最上位の計画として、将来における本市のあるべき姿及
び進むべき方向についての基本的な指針を示す。総合計画は基本構想と基本計画から構成し、基本構想
は、市が目標とすべき将来都市像及びその実現のための基本理念であり、基本計画は基本構想に基づき市
政全般に係る政策の基本的な方向を総合的かつ体系的に示した施策推進のために定める計画である。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称
泉大津市総合計画審議会

（令和６年度開催に向け公募
中）

10名程度予定 開催
回数

３回程度
（予定）

政策推進課

施行(実施)開始(予定)年月日名称

第５次泉大津市総合計画 令和７年４月１日（予定）

5名程度予定

担当課名

種別 ２
基本的な制度や方針を定める条例の制定・改廃
市民等に義務を課し、若しくは権利を制限する条例の制定・改廃

資料２
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種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率 27.1%

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

―

④ワーク
ショップ

― ―

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

―

⑤市民ア
ンケート

令和５年８月７日（月）～８月23
日（水）

郵送配布・郵送またはWEB回収

市内事業所

開催
回数

6回
（2人）

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

令和６年２月19日（月）～３月19
日（火）

―

―

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

―

―

①審議
会・検討
会等

名称
（仮称）泉大津産業振興ビジョ

ン策定委員会

2人

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

「(仮称）泉大津市商工業振興ビジョン」 令和6年4月1日 地域経済課

目的と具体的な内容

社会経済状況や産業構造の変化を踏まえ、特に商業と工業に焦点を当てて、泉大津市の目指すべき商工業
振興の方向性や具体的な施策を掲げることを目的とし、「泉大津市商工業振興ビジョン」の策定を予定してい
る。

市民参画の実施状況

3339事業所

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

―

―
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種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

泉大津市公共施設適正配置基本計画
［第２期］

令和5年9月～ 資産活用課

目的と具体的な内容

　令和３年度末に泉大津市公共施設適正配置基本計画の第１期を終え、第２期以降の公共施設適正配置の
推進を図るため、第１期の進捗状況や財政状況、各施設の個別計画等を踏まえ策定する。

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

令和5年6月20日～令和5年7月
19日

2人

6件

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称
開催
回数

⑤市民ア
ンケート

④ワーク
ショップ

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）
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種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

第５次泉大津市地域福祉計画・第４次地
域福祉活動計画

令和6年4月1日 福祉政策課

目的と具体的な内容

誰もが住み慣れた地域社会で安心して暮らすことができるよう、地域に関わるすべてのものが主役となって
地域づくりを推進する。また、地域共生社会の実現に向けて同じ理念をもつ自殺対策計画と一体的に策定す
る。

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

11月27日～12月26日
2人

7件

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称
地域福祉計画・地域福祉活動

計画推進委員会

10 開催
回数

4
1

⑤市民ア
ンケート

1回 111人

④ワーク
ショップ

10回 285人

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

各地区ごとに実施したワークショップで出された意見を集約し、こ
れからの施策に生かすことができるように、施策に反映させた。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）
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種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率
①71.2％
②55.8％

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

泉大津市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計
画第９期（令和６年度～令和８年度） 令和6年4月1日 高齢介護課

目的と具体的な内容

①老人福祉法及び介護保険法の規定に基づく高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を一体的に策定する。
②市における高齢者の保健福祉政策の総合的な推進を図るための計画（第９期の介護保険料の決定）

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

令和5年12月27日
～令和6年1月22日

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称
泉大津市高齢者保健福祉計
画・介護保険事業計画推進委

員会

1 開催
回数

5
1

⑤市民ア
ンケート

令和4年12月7日～12月26日 郵送

①65歳以上で要介護認定を受けていない人、及び要介
護等認定を受けた要支援１・２の人
②65歳以上で要介護認定を受けた人

①2,000人
②1,000人

無 ０人

④ワーク
ショップ

無 ０人

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

5



種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

第７期泉大津市障がい福祉計画・第3期
障がい児福祉計画

令和6年4月1日～ 障がい福祉課

目的と具体的な内容

第7期泉大津市障がい福祉計画：障害者総合支援法第88条第1項に基づき、障がい福祉サービスが円滑に
提供できるよう必要な体制を確保するための方策などを定める計画
第3期泉大津市障がい児福祉計画：児童福祉法第33条20に基づき、障がい児通所支援等が円滑に提供でき
るよう必要な体制を確保するための方策を定める計画

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

R5年12月27日～R6年１月22日
現在実施中

現在実施中

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称
第７期泉大津市障がい福祉計
画・第3期泉大津市障がい児福

祉計画策定委員会

2人 開催
回数

3回
（2人）

⑤市民ア
ンケート

- -

- -

- -

④ワーク
ショップ

- -

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）
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種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率 60.0%

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

泉大津市子ども・子育て会議 	平成25年9月～ こども政策課

目的と具体的な内容

泉大津市子ども・子育て会議は、泉大津市の子ども・子育て支援事業計画の策定や子ども・子育て支援に関
する施策の審議を目的とし、令和５年度は第三期いずみおおつ子ども未来プランの策定等について意見交
換等を行いました。

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称 泉大津市子ども・子育て会議
5 開催

回数
2

3

⑤市民ア
ンケート

令和６年１月下旬
対象者へ郵送後、調査票を市に返送また
は
調査票記載の二次元コードから回答

就学前および小学生の保護者
のうち無作為で抽出

2500人

④ワーク
ショップ

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）
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種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

④ワーク
ショップ

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

⑤市民ア
ンケート

開催
回数

3
0

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

令和5年12月13日～
令和6年1月10日

6人

9件

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

泉大津市国民健康保険第４期特定健康診
査等実施計画・第３期データヘルス計画

令和6年4月 健康づくり課

目的と具体的な内容

泉大津市国民健康保険において、「特定健康診査等実施計画」は保健事業の中核となる特定健康診査・特
定保健指導の実施方法や目標を、「データヘルス計画」は健康及び医療のデータを分析して活用し、保健事
業の実施内容や目的・目標をそれぞれ定めたもので、いずれも被保険者の生活の質の維持・向上、健康寿
命の延伸、その結果としての医療費適正化に資することを目的とする。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称
泉大津市国民健康保険運営協
議会

4
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種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

都市計画 昭和44年8月28日 都市づくり政策課

目的と具体的な内容

都市計画法に基づき、都市の健全な発展と秩序ある整備を図るための土地利用、都市施設の整備及び市街
地開発事業に関する計画

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称 泉大津市都市計画審議会
2 開催

回数
1

0

⑤市民ア
ンケート

④ワーク
ショップ

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）
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種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

12月1日～12月28日
0人

0件

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

④ワーク
ショップ

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

⑤市民ア
ンケート

目的と具体的な内容

公立病院経営の指針となる「公立病院経営強化ガイドライン」を基に、本市が現在進めている市立病院と府
中病院との機能分化・連携強化の取組みについて、当該ガイドラインに沿った記載事項を整理の上、経過や
背景を含めてその意義を明らかにするために「泉大津市病院事業経営強化プラン」を策定する。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称
開催
回数

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

泉大津市病院事業経営強化プラン 令和6年度
市立病院事務局総

務課

10



種別

種別 １

市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率 ―

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

開催
回数

2回
1人

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

令和5年12月8日～令和6年1月9日
※令和6年1月5日提出日時点でパブコメ実施中

※令和6年1月5日提出日時点でパブコメ実施中

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

・広く周知をする為にＨＰに掲載する。
・市内全6施設（8ヶ所）に設置する。
・こどもが手に取りやすいように文字だけでなく漫画で表現した計
画書を作成する。

―

①審議
会・検討
会等

名称 図書館協議会
１人

名称 施行(実施)開始(予定)年月日 担当課名

「キミと、よみドキっ！」
(泉大津市こどもの読書活動推進計画)

令和6年4月
生涯学習課(図書

館)

目的と具体的な内容

市立図書館の移転開館に伴い、「生涯学習計画」の取り組みから単独の計画として「泉大津市こどもの読書
活動推進計画」を策定。すべてのこどもがあらゆる機会と場所において自主的に読書活動ができ、わからな
いことを調べ、かつ、わかったことを伝えられるようになる姿を目指して、総合的かつ計画的に推進するため
の計画。

市民参画の実施状況

⑤市民ア
ンケート

― ―

― ―

―

④ワーク
ショップ

1回 16人

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

こどものニーズに合うよう、ワークショップに参加したこどもの意
見を直接聞いて反映させ、読書活動の環境整備（物理的・人的）
に重きを置いた計画を策定中。また、計画に興味を持ってもらえ
るよう漫画で表現をしている。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

―

―
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市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率 計測不可

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

④ワーク
ショップ

３回（内１回は1月13日実施予
定）

60人（内16人は１月13日参加予定）

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

動画撮影を通じて、自分が住んでいる地域の良いところ、伝えた
いところなどの魅力の再発見につながり、シビックプライドの醸成
の一助となった。

⑤市民ア
ンケート

11月１日～11月30日 LINE・メール・郵送・投票ボード

泉大津市に関わりのある人

実施
期間

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

計測不可

①審議
会・検討
会等

名称

目的と具体的な内容

①ワークショップの実施：シティプロモーション動画制作ワークショップを計３回実施。市民目線での魅力発信
のため、市民に動画撮影や編集を行ってもらう。また、動画制作を通じて参加者の満足度の向上や主体性を
生み、動画による魅力発信のきっかけとする。
②市民アンケートの実施：市のブランドメッセージ制作にあたり、３案の候補から市民投票を行い、ブランドメッ
セージを決定した。

市民参画の実施状況

令和５年度　市政への市民参画実施状況調べ

（２）　前述（１）の「種別１～４」に該当しない事業のうち、令和５年度中に市民参画の手
法を用いた事業

名称 担当課名

広報活動事業 秘書広報課

開催
回数

②パブ
リックコ
メント
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市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

名称 担当課名

男女共同参画審議会 人権くらしの相談課

男女共同参画社会の推進を図るため、第3次男女共同参画推進計画の進捗状況を市から報告し、その内容
について審議する。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称 男女共同参画審議会
1 開催

回数
1

1

⑤市民ア
ンケート

④ワーク
ショップ

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

目的と具体的な内容

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）
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市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

名称 担当課名

泉大津市国民健康保険運営協議会 保険年金課

目的と具体的な内容

泉大津市国民健康保険条例に基づき、国民健康保険事業の運営に関し、必要な意見の交換や調査、審議、
さらに市長への意見具申等を行う。

市民参画の実施状況
①審議
会・検討
会等

名称
泉大津市国民健康
保険運営協議会

4 開催
回数

3
0

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

無

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

無

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

無

④ワーク
ショップ

無

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

⑤市民ア
ンケート

無
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市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率 ―

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

まちなかアートフェス2023 生涯学習課

目的と具体的な内容

　本市の文化芸術を盛り上げていくため、市民が気軽に話し合うワークショップ「ブンカミーティング」から生ま
れた「主役は市民（みんな）」がキーワードのアートイベント。
　文化芸術に対するハードルを下げ、裾野を広げることで、今までアートにあまり触れてこなかった人たちにも
気軽にアートやカルチャーに触れて楽しんでもらうことを目的とする.。
　令和5年11月25日に初開催し、音楽やダンスのパフォーマンス、絵画体験、和菓子作りやお茶席体験などを
通じて、演者側も観覧者側もみんなが楽しみ笑顔が絶えず、時には感動の涙もあるなど充実した１日となっ
た。

市民参画の実施状況

名称 担当課名

―
―

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

―
―

―

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

―

①審議
会・検討
会等

名称 ―
― 開催

回数

⑤市民ア
ンケート

― ―

― ―

― ―

④ワーク
ショップ

6回 約150人

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

市民の方々が自分たちでしたいことのアイデアを出し合い、その
中で実現可能なものを考え、運営していくためにすべきことを話
し合うことで、主体性をもってイベントに参加してもらうことができ
た。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

―

―
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市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率 ―

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

社会教育委員会議 生涯学習課

目的と具体的な内容

社会教育行政に住民の意向や地域の実態を反映させることを目的とし、様々な立場からの意見を取り入れる
ための機関として社会教育法に規定され、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動
を行う者並びに学識経験のある者を委員とし、社会教育に関し教育委員会へ助言するほか、諸計画の策定
過程などにおいて、教育委員会の諮問に応じ、これに対する意見等を行う。

市民参画の実施状況

名称 担当課名

― ―

④ワーク
ショップ

― ―

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

―

3
1

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

―
―

―

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

―

①審議
会・検討
会等

名称 社会教育委員会議
4 開催

回数

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

―

―

⑤市民ア
ンケート

― ―

― ―
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市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率 ―

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

名称 担当課名

⑤市民ア
ンケート

― ―

― ―

― ―

④ワーク
ショップ

― ―

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

―

2
0

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

―
―

―

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

―

―

―

①審議
会・検討
会等

名称 ―
4 開催

回数

文化財保護委員 生涯学習課

目的と具体的な内容

泉大津市内にある文化財の調査及び保存保護並びにその活用に関する計画立案、文化財保護法(昭和25年
5月30日法律第214号)第1条の目的を達成することを目的とし、泉大津市ふるさと文化遺産の認定、文化財公
開展などの活用のための事業などを実施している。

市民参画の実施状況
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市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率 ―

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

図書館協議会 生涯学習課（図書館）

目的と具体的な内容

図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉仕につき、館長に対して意見を述
べることを目的とした機関として図書館法に規定され、図書館運営全般や「泉大津市こどもの読書活動推進
計画」等の諸計画の策定にあたり、意見や助言を行う。

市民参画の実施状況

名称 担当課名

3
1

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

―
―

―

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

―

①審議
会・検討
会等

名称 図書館協議会
1 開催

回数

⑤市民ア
ンケート

― ―

― ―

― ―

④ワーク
ショップ

― ―

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。

―

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

―

―
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市民委員数

（うち公募人数）

提出人数

意見件数

③市民説
明会

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
回数

参加人数
（のべ）

実施
時期

実施方法

対象者
属性

対象人数 回収率

名称

手法・実
施時期・
参加対象
等の内容

スポーツ施設管理運営事業 スポーツ青少年課

目的と具体的な内容

教育委員会の諮問に応じ、市内のスポーツ施設（附帯施設等を含む。）の管理運営について、必要な事項を
審議すること。

市民参画の実施状況

名称 担当課名

4
1

②パブ
リックコ
メント

実施
期間

パブリックコメントの実施にあ
たり、意見を広く募集するため
に工夫した点があれば、記載
ください。

①審議
会・検討
会等

名称 スポーツ施設運営委員会
3 開催

回数

⑥その他
（上記①
～⑤以外
の手法）

⑤市民ア
ンケート

④ワーク
ショップ

ワークショップを実施したこと
による成果（どのように当該計
画等へ反映させたか 等）を記
載ください。
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